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【会場までのご案内】 

●お申し込み方法…事前申込み制です。http://www.face2.jp/wlb/ 

●お問い合わせ先…「仕事と生活の調和講演会」事務局 

　　　　　　　　　TEL 03-3545-2372（10：00～18：00　土・日・祝日を除く） 

仕事と生活の調和 
（ワーク・ライフ・バランス） 

講演会 開催日：12月7日（月） 

会　場：丸の内 MY PLAZAホール 

東京都千代田区丸の内2－1－1 
明治安田生命ビル4F

丸の内 MY PLAZAホール 

※講演会のお申し込み先のウェブサイトにつきましては、株式会社フェイス・ツー・コミュニケーションが運営しております。当サイトは、12月9日まで有効となっております。 

この印刷物は、印刷用の紙へ 
リサイクルできます。 

リサイクル適性 A



狩野 尚徳氏 
キヤノン株式会社 
人事本部 人事部 
人事第二課 課長 

池田 洋平氏 
株式会社大和証券グループ本社 

人事部 人事課 兼 
ワーク・ライフ・ 

バランス推進課 次長 

田中 千穂氏 
三井化学株式会社 
人事・労制部 

女性社員登用推進 
チームリーダー 

本山 ふじか氏 
住友商事株式会社 

人事部課長・ 
労務チーム 
サブリーダー 

各企業の パ ネ リ ス ト 

第 一 部  第 二 部  

P2 P3

吉岡 俊幸氏 
日産自動車株式会社 

人事部 
報酬・労務グループ 

主担 

榎田 由紀子氏 
株式会社CIJ　事業推進本部 
キャリア開発支援室　室長 
ADM本部　産業保健推進室 

副室長 

基調対談「仕事と生活の調和で社会を変えよう」 

佐藤 博樹氏 
東京大学社会科学研究所 教授 

＜パネリスト＞ 

佐藤 博樹氏 
東京大学社会科学研究所 教授 

＜コーディネーター＞ 

久保 純子氏 
フリーアナウンサー 

厚生労働省「仕事と生活の調和推進委員会」座長。
同省の労働政策審議会分科会委員、内閣府のワーク・
ライフ・バランス推進官民トップ会議委員等を兼職。
著書として「人事管理入門ーマネジメント・テキ
スト」（共著、日本経済新聞社）「男性の育児休業：
社員のニーズ、会社のメリット」（共著、中公新書）
等がある。 

日本生まれ、韓国籍。米国系運輸企業に入社後、
日本、香港、シンガポール、中国など、太平洋地
区での人事、スペシャリストおよび管理職研修企画・
実施を手がける。その後、2000年12月に日本で
最初のワーク／ライフ・コンサルタントとして独
立し、アパショナータ，Inc.を設立。テレワーク（在
宅勤務）の促進にも力を入れる。 

 

13：30

13：35～14：15

パネルディスカッション「仕事と生活の調和で会社を変える、未来が変わる」 14：30～16：30

休　憩 14：15～14：30

パク・ジョアン・ 
スックチャ氏 

アパショナータ，Inc. 代表 
ワーク／ライフ・コンサルタント 

日本における仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス、以下WLB）研究の第一人者である佐藤氏と
WLB導入に関するコンサルティングの第一人者であるパク氏に、WLBの基本的な考え方や日本の現状・
課題、個人・企業・自治体・国それぞれがとるべき方向性などについて語り合っていただきます。 

有識者と中央・地方参画企業の担当者によるパネルディスカッション。各社の取組の現状と課題を浮き彫り
にしながら、経営戦略としてのWLBの重要性や今後の方向性などについて、WLB実践者でもある久保氏
のコーディネートにより語り合っていただきます。 

日時：12月7日（月）13：30～16：30（13：00開場） 

会場：丸の内 MY PLAZAホール 

主催：厚生労働省 

【参加費無料　定員400名】※定員になり次第締め切らせていただきます。 

はじめに 主催者挨拶 

いい仕事しよう。いい人生しよう。 
仕事と生活の調和 
（ワーク・ライフ・バランス）講演会 
仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進は、中長期的・持続的発展につながる「未来

への投資」であり、好不況にかかわらず、社会を変えていく国民運動として着実に進めていくことが

重要です。有識者の対談や企業の取組事例を参考に、あなたも、職場で、家庭で、「仕事と生活の

調和」を進めてみませんか。 

1994年NHKに入局。「紅白歌合戦」の紅組司会者を３
年連続務める等活躍。2004年よりフリーアナウンサー。
現在は「ウチくる!?」（CX系）等に出演する傍ら、2009年
9月にユネスコ世界寺子屋運動の広報特使「まなびゲー
ター」に就任。ライフワークである子どもにかかわる仕事
として絵本の翻訳等、多才ぶりを発揮。2女の母。 


